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表紙の写真
[聖郷少年消防クラブ結成]
鳥取県内で３例目となる
少年防火クラブが、聖郷
小学校の児童３名で結成
されました。今後は、防災
について学び、啓発活動
を行うことで地域の防災
意識強化に努めます。

　　　コトウラ自主防災

みんなの命は
みんなで守る。

特集
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左手掌を右手掌で撫でながら素早く右方へ動かす

※「手話言語動作説明/一般財団法人全日本ろうあ連盟発行
　『わたしたちの手話　学習辞典Ⅰ』より転載

シリーズ

手話で話そう！ ㉝
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～皆さんから投稿していただいた四季折々～
投 稿 者　　Ｍ・Ｔさん
タイトル　　『紅く染まる船上山』
撮影場所　　船上山

　琴浦の四季折々の写真、まだまだ募集しています。
　氏名、ニックネーム、住所、電話番号、撮影場
所、撮影時期、タイトルを添えてご応募ください。
（メール可）kikaku@town.kotoura.tottori.jp
問合せ先　企画政策課　 52-1708

四 季 折 々琴
　浦
　　の

きれい、美しい、無くなる、
（気分などが）さっぱり[する]、（病気などが）治る
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地域の防災を守る少年少女たち
聖郷少年消防クラブ結成
地域の防火・防災の強化を目的とし、聖郷小学校の児童3名
で少年防火クラブが結成されました。

　
　
　

月
９
日
（
土
）、
琴
浦
町
役
場

　
　
　
本
庁
舎
で
聖
郷
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
結
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
少
年
防

火
ク
ラ
ブ
の
結
成
は
、
鳥
取
県
内
で
は

米
子
市
と
江
府
町
に
次
ぎ
琴
浦
町
が
３

例
目
と
な
り
ま
す
。

　

門か
ど
わ
き脇
消
防
団
長
か
ら
団
員
を
代
表
し

て
、
少
年
防
火
ク
ラ
ブ
の
団
旗
を
授
与

さ
れ
た
倉く

ら
み
つ光
さ
ん
は
「
火
事
が
お
き
な

い
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
ま
す
。
皆
さ
ん
、
火
の
元
の
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
団
員
と
な
っ
た
聖
郷
小
学
校
４
年
生

の
３
人
は
、
防
災
に
つ
い
て
学
び
、
地

域
の
皆
さ
ん
へ
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と

で
、
琴
浦
町
の
防
災
力
強
化
に
努
め

ま
す
。

11

　

防
火
月
間
や
パ
レ
ー
ド
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
中
心
に
力
を
入
れ
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

自
分
自
身
や
家
族
、
地
域
の
人

が
災
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、
防

災
に
つ
い
て
勉
強
し
て
広
め
て
い

き
た
い
で
す
。

　

地
域
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
く
ら

せ
る
よ
う
に
、
火
災
予
防
や
応
急

手
当
を
学
ん
で
た
く
さ
ん
の
人
に

広
め
て
い
き
ま
す
。

団
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

聖郷小学校４年

門
かどわき
脇清

せい た
太さん

聖郷小学校４年

廣
ひろたに
谷柊
しゅうと
人さん

聖郷小学校４年

倉
くらみつ
光香

かり ん
林さん
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あなたと
大切な人を
守るために

－特集－

コトウラ自主防災

想定外に備える
　近年、日本各地でゲリラ豪雨や大型台風、大
地震が頻

ひんぱん
繁に発生し、首都圏では河川の氾

はんらん
濫や

増水、土砂崩れなどで大きな被害を受けるケー
スがたびたび見られるようになりました。
　琴浦町でも昨年の台風24号の際には河川の氾
濫、がけ崩れ、床下浸水など今までにない被害
が発生しました。
　いつ起こるか分からない災害に対し、私たち
はどのような備えができるでしょうか。

　

今
月
号
の
特
集
は
、「
コ
ト
ウ
ラ
自
主

防
災
」。
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
然

災
害
か
ら
家
族
や
地
域
を
守
る
に
は
、
日

頃
か
ら
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
「
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
」
や
「
防
災
活
動
」、

「
避
難
訓
練
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る

みんなで
考えましょう

2018年９月に発生した台風24号では浸水などの被
害が続出。未

み ぞ う
曾有の災害も他人事ではありません。

（写真　人的被害のあった倉坂地内の崩落箇所）
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自
主
防
災
組
織
と
い
う
言
葉
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
災
害
か
ら
地
域
を
守

る
た
め
、
地
域
の
人
々
が
自
主
的
に
つ

く
る
防
災
活
動
を
行
う
組
織
で
す
。
琴

浦
町
で
は
す
で
に
70
部
落
（
60
組
織
）

が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
防
災
に
は
、
自
分
や
家
族
を
自
ら
守

る
「
自
助
」、
公
的
機
関
が
対
応
す
る

「
公
助
」、
地
域
の
人
々
が
協
力
し
て

助
け
合
う
「
共
助
」
と
い
う
考
え
方
が

あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
自
主
防
災
組

織
や
消
防
団
に
代
表
さ
れ
る
共
助
を
強

化
す
る
こ
と
が
、
地
域
の
防
災
力
強
化

の
た
め
に
必
要
で
す
。

　
「
独
居
」
や
「
孤
独
死
」
と
い
っ
た

言
葉
を
ニ
ュ
ー
ス
で
耳
に
す
る
よ
う
に

な
り
、
近
所
付
き
合
い
が
疎
遠
に
な
り

つ
つ
あ
る
今
、
も
し
災
害
が
起
き
て
自

分
や
家
族
の
備
え
が
尽
き
て
し
ま
っ
た

ら
…
…
。
頼
れ
る
の
は
や
は
り
地
域
の

力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
際
も
約
３
割

の
人
は
住
民
に
救
助
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
助
・
公
助
・
共
助

命
を
守
る
　
わ
が
町
の

自
主
防
災
組
織

●
矢
下
自
主
防
災
会

　
（
平
成
21
年
７
月
結
成
）

　
今
年
は
、
10
月
27
日
の
古
布
庄
地
区

住
民
避
難
訓
練
の
前
に
矢
下
自
主
防
災

組
織
で
図
上
訓
練
を
さ
れ
る
な
ど
、
積

極
的
に
訓
練
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
出
上
自
主
防
災
会

　
（
平
成
20
年
２
月
結
成
）

　
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
と
初
期

消
火
訓
練
に
は
、
参
加
者
が
１
２
０
人

を
超
え
ま
す
。
消
火
栓
や
水
消
火
器
を

使
っ
た
消
火
訓
練
も
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

わ
が
町
の
自
主
防
災
組
織

助けた人 割合 区分

自力・家族

友人・隣人

救助隊

約67％

約31％

約２％

自助

共助

公助

災害時の救助の実態
（平成７年１月17日阪神淡路大震災）

矢
下
自
主
防
災
会
役
員
の
み
な
さ
ん

　

自
主
防
災
組
織

を
結
成
し
て
、
町

か
ら
の
補
助
で
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
リ
ア

カ
ー
を
購
入
し
ま
し

た
。
図
上
訓
練
も
実

施
し
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
年
次
計
画
的
に
防
災

資
材
を
整
備
し
、
ま
た
、
消
火
訓
練
や

避
難
訓
練
を
繰
り
か
え
し
て
、
大
き
な

災
害
に
対
す
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

出
上
自
主
防
災
会
役
員
の
み
な
さ
ん

　
出
上
１
区
～
６
区

の
住
民
で
自
主
防
災

組
織
を
結
成
し
ま
し

た
。
毎
年
、
小
学
生

か
ら
高
齢
者
ま
で
住

民
全
体
で
消
火
訓

練
や
避
難
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
毛
布
な
ど
で
手
製
の
担
架
を
作
成

し
、
避
難
困
難
者
を
避
難
所
ま
で
搬
送

す
る
訓
練
も
し
ま
し
た
。

自
主
防
災
を

引
っ
張
る
人
の
声

自主防災組織訓練（災害に備え防災を考える図上訓練）

私の避難場所は？
　災害対策基本法が改正され、町では
災害発生時に避難するための避難場所
を「わが家の防災マ
ニュアル」に掲載して
います。緊急時のため
に一度確認しておきま
しょう。
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10
月
27
日
、
台
風
に
よ
り
土
砂
崩
れ

が
発
生
し
た
想
定
で
、
古
布
庄
地
区

の
住
民
を
対
象
に
30
世
帯
41
名
の
住
民

が
参
加
し
、
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
町
の
防
災
行
政
無
線
で
避
難
準
備
情

報
や
避
難
勧
告
を
発
令
し
、
訓
練
に
参

加
し
た
住
民
は
、
避
難
す
る
よ
う
声
を

か
け
合
い
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、

非
常
持
ち
出
し
品
を
持
っ
て
避
難
し
ま

し
た
。

　
町
消
防
団
や
琴
浦
大
山
警
察
署
は
、

避
難
の
呼
び
か
け
を
広
報
し
な
が
ら
巡

回
を
し
、
災
害
対
策
本
部
と
情
報
伝
達

訓
練
を
し
ま
し
た
。

　
避
難
訓
練
後
に
は
、
避
難
所
で
使
う

ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
簡
易
ベ
ッ
ド
や
間
仕

切
り
を
実
際
に
作
成
し
た
り
、
お
湯
だ

け
で
作
れ
る
ア
ル
フ
ァ
米
を
作
り
、
試

食
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
住
民
は
、「
日
ご

ろ
か
ら
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。
命
を
守

る
た
め
に
地
域
住
民
同
士
が
声
を
か
け

合
っ
て
避
難
す
る
大
切
さ
を
学
ん
だ
」

と
感
想
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

共
助
で
高
ま
る
防
災
力

①災害現場と対策本部の通信　②避難者受
け付けの様子　③避難の様子　④ダンボー
ルの簡易ベッド作成　⑤ダンボールで間仕
切り作成

12

3

45

　
自
主
防
災
組
織
は
、
次
の
書
類
を
提

出
す
る
こ
と
で
結
成
で
き
ま
す
。

　

①
自
主
防
災
結
成
届

　

②
自
主
防
災
会
規
約

　

③
防
災
計
画

　
も
し
も
の
時
の
た
め
に
も
、
地
域
ぐ

る
み
で
備
え
て
お
く
こ
と
が
安
心
に
つ

な
が
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
を

つ
く
る
に
は

琴
浦
町
自
主
防
災
組
織
結
成

促
進
補
助
金

《
概
要
》

・�

新
た
に
結
成
さ
れ
た
自
主
防
災
組
織

に
対
し
、
結
成
当
初
に
必
要
な
防
災

資
機
材
の
整
備
に
対
す
る
補
助
金
を

交
付
す
る
。

・�

補
助
率
は
１
０
０
％
、
補
助
限
度
額

は
10
万
円

　
（
平
成
31
年
度
で
終
了
予
定
）

《
防
災
資
機
材
の
具
体
例
》

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
防
火
衣
、
ジ
ャ
ッ

キ
、
担
架
、
リ
ア
カ
ー
、
ス
コ
ッ
プ
、

メ
ガ
ホ
ン
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、
腕

章
、
活
動
服
、
ベ
ス
ト
な
ど

防
災
出
張
講
習
を
し
ま
す

　
町
で
は
、
三み
う
ら浦
貴た
か
し志
防
災
専
門
員
が

自
治
会
の
公
民
館
や
福
祉
施
設
に
出
向

い
て
防
災
講
習
を
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
も
15
回
出
張
講
座
を
開
い
て
い
ま

す
。
出
張
講
座
の
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、

総
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
内
容
》

　
そ
の
地
域
の
危
険
箇
所
、
避
難
場
所

を
示
し
、
直
近
の
災
害
な
ど
を
詳
し
く

説
明
し
ま
す
。

　災害に対する一人ひとりの備
えと「支え愛」が地域の防災力
を高めます。多発する災害から
身を守るため、声をかけ合って
早めの避難に努めましょう。

― 役場防災担当者の声 ―
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１７,２９５人の
　防災力
琴浦町の人口は、17,295人（11月１日現在）。大きな災害の
場合、琴浦消防署、消防団、町職員が総力をあげて対応し
ても、すぐには町民一人一人に手を差し伸べることができ
ないかもしれません。もしもの時、「自分で自分の命を守れ
る町民が増える」ことが、町の防災力強化に繋がります。

― あなたの備えが大切な人を守る ―
こ
れ
だ
け
は

忘
れ
な
い
で
ね

非
常
用
持
ち
出
し
袋
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

CHECK
　

い
ざ
と
い
う
時
、
す
み
や
か
に
避
難

で
き
る
よ
う
に
非
常
用
持
ち
出
し
袋
を

用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
非
常
用
持

ち
出
し
袋
は
、
両
手
が
使
え
る
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
が
お
す
す
め
で
す
。

︱
持
ち
出
し
品
の
例
︱

□�

飲
料
水

□�

食
品

　
・�

缶
詰
・
カ
ッ
プ
麺
・
ク
ラ
ッ
カ
ー
・
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
な
ど

□�
貴
重
品

　
・
現
金
・
通
帳
・
保
険
証
・
印
鑑
な
ど

□�

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
防
災
ず
き
ん
、
ホ
イ
ッ
ス
ル

□�

手
袋

□�

衣
類
、
下
着
、
毛
布
、
タ
オ
ル

□�

洗
面
用
具

□�

懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
電
池

□�

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

□�

救
急
セ
ッ
ト
（
傷
薬
、
解
熱
剤
な
ど
）

□�

カ
イ
ロ

□�

携
帯
ト
イ
レ

※�

乳
児
の
い
る
場
合
は
、
紙
オ
ム
ツ
、
ミ
ル
ク
、

ほ
乳
瓶
な
ど
も
準
備
す
る

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う

　

台
風
や
大
雨
が
近
づ
く
前
は
、
次
の
よ
う
な
対

策
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

危
険
な
場
所
、
避
難
場
所
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

琴
浦
町
で
は
、
各
家
庭
に
「
わ
が
家
の
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
配
付
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
注

意
点
や
緊
急
時
の
避
難
場
所
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

テレビ、ラジオなどの警報・
注意報に注意する。

大雨などの危険性がある場合
は、不要不急の外出は控える。

家具は壁に固定しておく。浸
水が予想される場合は、２階
に移動させるなどしておく。

③家具を移動しておく

②むやみに外出しない

①気象情報に注意する

確認しておいてね

問
合
せ
先　
総
務
課　

52
―

２
１
１
１

CHECKCHECK
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事
業
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果

　
９
事
業
す
べ
て
で
見
直
し

　

10
月
12
日
（
土
）
、
11
月
10
日

（
日
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
「
事
業

レ
ビ
ュ
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
無
作
為
で
抽
出
し
、

応
募
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
さ
ん

に
「
町
民
評
価
員
」
と
し
て
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
各
事
業
に
つ

い
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
進
行

の
も
と
、
事
業
担
当
課
か
ら
の
概

要
説
明
の
後
、
審
議
員
（
外
部
有

識
者
）
、
町
民
評
価
員
（
２
日
間

延
べ
48
名
、
鳥
取
大
学
生
３
名
を

含
む
）
で
議
論
し
、
各
事
業
の
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
１
日
目
（
10
月
12
日
）

①
地
区
公
民
館
事
業

・�

公
民
館
と
地
域
振
興
協
議
会
と
の

施
設
や
事
業
の
一
本
化
が
必
要

・�

以
西
地
区
公
民
館
の
旧
小
学
校
へ

の
移
転
は
、
す
ぐ
に
で
も
し
た
ら

良
い

・�

社
会
教
育
、
地
域
づ
く
り
（
地
域

課
題
の
解
決
）
を
一
体
化
し
て
考

え
る
べ
き

・�

公
民
館
は
、
社
会
教
育
に
留
ま
ら

ず
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の

難
問
に
挑
む
地
域
住
民
自
治
の
最

前
線
と
す
べ
き

②
斎
場
管
理

・�

町
独
自
に
斎
場
を
維
持
管
理
す
る

の
か
、
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合

の
斎
場
を
一
緒
に
使
用
す
る
の
か

の
コ
ス
ト
比
較
を
す
べ
き
（
詳
細

な
コ
ス
ト
計
算
が
必
要
）

・�

通
夜
、
葬
儀
、
火
葬
と
が
一
緒
に

で
き
る
施
設
と
し
て
ほ
し
い

・�

中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
並
み
の

料
金
へ
の
見
直
し
が
必
要

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
事
業

・�
協
力
隊
が
定
住
す
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
の
で
は
な
く
、
町
と
し
て

求
め
る
目
的
・
効
果
を
明
確
に

し
、
そ
れ
に
ど
う
応
え
た
か
と
い

う
評
価
を
す
べ
き

・�

移
住
に
注
力
す
る
よ
り
地
元
の
人

材
を
も
う
一
度
見
直
し
し
て
ほ
し
い

・�

協
力
隊
の
活
動
（
事
業
効
果
）
を

も
っ
と
情
報
発
信
す
る
べ
き

⑦
商
工
会
補
助
金

・�

補
助
金
の
し
く
み
を
分
か
り
や
す

く
す
る
べ
き
（
県
連
合
会
へ
の
人

件
費
負
担
な
ど
）

・�

経
営
指
導
な
ど
の
専
門
性
の
高
い

も
の
は
商
工
会
に
任
せ
、役
場
は
組

織
体
制
へ
の
支
援
を
す
る
こ
と

・�

補
助
額
が
定
額
に
な
っ
て
い
る
の
で

補
助
の
し
く
み
の
見
直
し
が
必
要

⑧
観
光
情
報
発
信
業
務

・�

観
光
客
に
お
金
を
落
と
し
て
も
ら

う
目
的
で
は
な
く
、
交
流
人
口
、

関
係
人
口
の
増
加
を
目
的
に
す
る

べ
き

・�

観
光
協
会
職
員
は
、
長
年
行
政
に

関
わ
っ
て
い
た
方
で
は
な
く
民
間

の
活
力
を
入
れ
る
こ
と

・�

具
体
性
、
戦
略
性
を
明
記
し
た
観

光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要

　
⑨
白
鳳
祭

・�

今
年
か
ら
住
民
主
体
の
祭
り
に

な
っ
た
の
で
、こ
の
流
れ
が
止
ま
ら

な
い
よ
う
に
続
け
て
や
っ
て
ほ
し
い

・�

副
実
行
委
員
長
が
持
っ
て
い
る
熱

意
、
想
い
を
下
の
年
代
も
巻
き
込

ん
で
い
け
る
よ
う
な
こ
と
も
考
え

て
ほ
し
い

・�

波
止
の
祭
り
、
さ
く
ら
祭
り
を
含

め
た
「
琴
浦
三
大
祭
り
」
と
し
て

は
ど
う
か

・�

中
学
生
や
高
校
生
に
地
域
や
異
世

代
の
人
に
関
わ
れ
る
こ
と
で
誇
り

を
持
て
る
祭
り
に
し
て
ほ
し
い

④
交
通
費
助
成
（
５
制
度
）

・�

制
度
が
多
く
、
分
か
り
に
く
い
（
制

度
の
統
一
が
必
要
）

・�

バ
ス
ル
ー
ト
を
見
直
し
て
交
通
空
白

地
を
な
く
し
て
ほ
し
い

・�

乗
り
合
わ
せ
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、

ウ
ー
バ
ー
な
ど
様
々
な
や
り
方
を
試

し
て
一
番
よ
い
形
に
し
て
ほ
し
い

・�

バ
ス
ル
ー
ト
の
変
更
な
ど
は
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
対
応
し
て
ほ
し
い

・�

障
が
い
の
種
別
に
よ
っ
て
助
成
の
内

容
な
ど
を
適
切
に
整
理
す
べ
き

◆
２
日
目
（
11
月
10
日
）

⑤
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

・�

人
件
費
補
助
で
は
な
く
、
事
業
費
全

体
に
対
す
る
補
助
と
す
べ
き

・�

事
業
は
、「
町
か
ら
の
委
託
事
業
」

と
「
町
か
ら
補
助
を
受
け
て
行
う
事

業
」
を
明
確
に
整
理
す
べ
き

・�

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
建
物
）
は
、
町
に

よ
る
管
理
を
検
討
し
、
公
共
施
設
全

体
の
整
理
、
統
合
な
ど
も
検
討

⑥ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
補
助
金

・�

作
業
内
容
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
新
規

会
員
確
保
な
ど
の
再
検
討

・�

賃
金
の
見
直
し
に
よ
る
会
員
の
確
保

・�

年
間
を
通
し
た
安
定
し
た
仕
事
を
求

め
る
人
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
が
必
要

・�

働
く
場
と
地
域
奉
仕
の
総
合
的
な
制

度
の
再
設
計
が
必
要

町
民
評
価
員
、
審
議
員
の
意
見
（
抜
粋
）

税金の使い方をみんなで考 える『事業レビュー』を実施

（1）不要・
　　　凍結 抜本的

見直し
一部
見直し

①地区公民館事業
  （関連：輝く地域づくり事業） 1 26 17 9 2
②斎場管理 3 23 10 13 3
③地域おこし協力隊活動事業 10 13 11 2 4
④交通費助成事業（5制度） 1 22 - - 4
⑤社会福祉協議会補助金 0 16 4 12 3
⑥シルバー人材センター運営補助金 2 13 5 8 4
⑦商工会補助金 1 12 3 9 4
⑧観光情報発信業務 1 15 11 4 1
⑨白鳳祭 1 8 2 6 8

事 業 名
（2）見直し （3）現行通り

　 又は拡充

▼事業レビューの実施結果 　

評
価
結
果
は
、
９
事
業
す
べ
て
で

「
見
直
し
」
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
検
討

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
予

算
な
ど
へ
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
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◆
１
日
目
（
10
月
12
日
）

①
地
区
公
民
館
事
業

・�

公
民
館
と
地
域
振
興
協
議
会
と
の

施
設
や
事
業
の
一
本
化
が
必
要

・�

以
西
地
区
公
民
館
の
旧
小
学
校
へ

の
移
転
は
、
す
ぐ
に
で
も
し
た
ら

良
い

・�

社
会
教
育
、
地
域
づ
く
り
（
地
域

課
題
の
解
決
）
を
一
体
化
し
て
考

え
る
べ
き

・�

公
民
館
は
、
社
会
教
育
に
留
ま
ら

ず
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の

難
問
に
挑
む
地
域
住
民
自
治
の
最

前
線
と
す
べ
き

②
斎
場
管
理

・�

町
独
自
に
斎
場
を
維
持
管
理
す
る

の
か
、
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合

の
斎
場
を
一
緒
に
使
用
す
る
の
か

の
コ
ス
ト
比
較
を
す
べ
き
（
詳
細

な
コ
ス
ト
計
算
が
必
要
）

・�

通
夜
、
葬
儀
、
火
葬
と
が
一
緒
に

で
き
る
施
設
と
し
て
ほ
し
い

・�

中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
並
み
の

料
金
へ
の
見
直
し
が
必
要

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
事
業

・�

協
力
隊
が
定
住
す
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
の
で
は
な
く
、
町
と
し
て

求
め
る
目
的
・
効
果
を
明
確
に

し
、
そ
れ
に
ど
う
応
え
た
か
と
い

う
評
価
を
す
べ
き

・�

移
住
に
注
力
す
る
よ
り
地
元
の
人

材
を
も
う
一
度
見
直
し
し
て
ほ
し
い

・�

協
力
隊
の
活
動
（
事
業
効
果
）
を

も
っ
と
情
報
発
信
す
る
べ
き

⑦
商
工
会
補
助
金

・�

補
助
金
の
し
く
み
を
分
か
り
や
す

く
す
る
べ
き
（
県
連
合
会
へ
の
人

件
費
負
担
な
ど
）

・�

経
営
指
導
な
ど
の
専
門
性
の
高
い

も
の
は
商
工
会
に
任
せ
、役
場
は
組

織
体
制
へ
の
支
援
を
す
る
こ
と

・�

補
助
額
が
定
額
に
な
っ
て
い
る
の
で

補
助
の
し
く
み
の
見
直
し
が
必
要

⑧
観
光
情
報
発
信
業
務

・�

観
光
客
に
お
金
を
落
と
し
て
も
ら

う
目
的
で
は
な
く
、
交
流
人
口
、

関
係
人
口
の
増
加
を
目
的
に
す
る

べ
き

・�

観
光
協
会
職
員
は
、
長
年
行
政
に

関
わ
っ
て
い
た
方
で
は
な
く
民
間

の
活
力
を
入
れ
る
こ
と

・�

具
体
性
、
戦
略
性
を
明
記
し
た
観

光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要

　
⑨
白
鳳
祭

・�

今
年
か
ら
住
民
主
体
の
祭
り
に

な
っ
た
の
で
、こ
の
流
れ
が
止
ま
ら

な
い
よ
う
に
続
け
て
や
っ
て
ほ
し
い

・�

副
実
行
委
員
長
が
持
っ
て
い
る
熱

意
、
想
い
を
下
の
年
代
も
巻
き
込

ん
で
い
け
る
よ
う
な
こ
と
も
考
え

て
ほ
し
い

・�
波
止
の
祭
り
、
さ
く
ら
祭
り
を
含

め
た
「
琴
浦
三
大
祭
り
」
と
し
て

は
ど
う
か

・�

中
学
生
や
高
校
生
に
地
域
や
異
世

代
の
人
に
関
わ
れ
る
こ
と
で
誇
り

を
持
て
る
祭
り
に
し
て
ほ
し
い

◆コーディネーター
　　山根　晃�氏（足立区勤労福祉サービスセンター特命担当部長）
◆審議員（外部有識者）
【１日目（10/12）】
　　福

ふくしま

嶋　浩
ひろひこ

彦�氏（元消費者庁長官、元我孫子市長）
　　野

の つ

津　伸
しんじ

治�氏（鳥取短期大学教授）
　　永

ながひさ

久　寿
としお

夫�氏（株式会社PHP研究所　取締役専務執行役員）
　　吉

よしおか

岡　古
こ と

都�氏（薬剤師）
【２日目（11/10）】
　　福嶋　浩彦�氏（元消費者庁長官、元我孫子市長）
　　野津　伸治�氏（鳥取短期大学教授）
　　伊

いとう

藤　伸
しん

　�氏（構想日本　総括ディレクター）
　　吉

よしたけ

武　智
ともこ

子�氏（宇部市�健康福祉部地域福祉・指導監査課�課長） ▲２日目の審議員の皆さん（左から福嶋さん、野津さん、伊藤さん、吉武さん）

◆
添
え
ら
れ
た
意
見

・�

町
政
を
少
し
自
分
事
と
し
て
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

・�

税
金
の
使
い
方
と
様
々
な
事
業
内

容
を
知
れ
て
良
か
っ
た

・�

役
場
に
は
今
回
の
結
果
を
受
け

て
、
動
け
る
と
こ
ろ
か
ら
動
い
て

欲
し
い

・�

事
業
の
意
義
や
効
果
を
し
っ
か
り

考
え
な
が
ら
仕
事
を
し
て
ほ
し
い

・�

町
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
地

域
で
も
、
差
し
迫
っ
た
地
域
の
実

情
に
つ
い
て
、
皆
で
話
し
合
い
た

い
と
思
っ
た

・�
町
民
で
あ
り
な
が
ら
、
知
ら
な
い

事
が
多
い
こ
と
に
気
が
つ
け
た
。

参
加
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
も
一

度
参
加
さ
れ
た
ら
良
い
経
験
に

な
る

・�

子
ど
も
の
視
点
、
発
想
は
鋭
い
の

で
、
小
・
中
学
生
の
意
見
や
考
え

も
取
り
入
れ
て
ほ
し
い

▲発言する鳥取大学生

税金の使い方をみんなで考 える『事業レビュー』を実施

① 

町
民
評
価
員
を
や
っ
て
み
た
感
想

は
？

② 

今
後
も
継
続
し
て
事
業
レ
ビ
ュ
ー
を

実
施
し
た
方
が
良
い
と
思
わ
れ
ま
す

か
？

③ 

今
後
、
事
業
レ
ビ
ュ
ー
以
外
で
、
町

の
無
作
為
抽
出
に
よ
り
選
ば
れ
た
場

合
は
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
か
？

やってよかった
40

どちらとも
いえない

4

実施した
方がよい

34

実施しない
方がよい

1

どちらとも
いえない

8

無回答
1

協力して
みたい

28

内容に
よって
協力し
たい
　9

やりたく
ない

3  

（項目外回答）
年齢的に
不可能
だと思う
　1

無回答
3 

参
加
さ
れ
た
町
民
評
価
員
さ
ん
の
意
見
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※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ
ソ
コ

ン
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の
Ⅰ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
別
途
必
要
で
す
。

★
申
告
の
事
前
相
談
会
を
行
い
ま
す

　
期
間
中
の
混
雑
解
消
の
た
め
、
次
の

（
ア
）～（
ウ
）
に
該
当
す
る
人
は
、
添

付
書
類
の
確
認
の
事
前
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
ア
）家
を
新
築
・
増
改
築
さ
れ
、
今

年
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
ん
だ
人

（
イ
）土
地
、
建
物
を
売
っ
た
人

（
ウ
）株
式
等
の
売
買
で
損
失
が
あ
る
人

期　
間　
１
月
27
日（
月
）～
31
日（
金
）

場　
所　
役
場
本
庁
舎　
税
務
課

そ
の
他　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先　
税
務
課

52
―

１
７
０
２

★
申
告
会
場
と
受
付
期
間

　

２
月
17
日（
月
）～
３
月
16
日（
月
）

（
土
・
日
・
祝
日
・
２
月
27
日
を
除
く
）

申
告
会
場
お
よ
び
受
付
期
間

【
赤
碕
会
場
】　

　
役
場
分
庁
舎
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル　

　

２
月
17
日（
月
）～
２
月
26
日（
水
）

【
東
伯
会
場
】　

　
役
場
本
庁
舎
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階　

　

２
月
28
日（
金
）～
３
月
16
日（
月
）

※
２
月
27
日
（
木
）
は
会
場
移
動
作
業

の
た
め
、
申
告
受
付
を
行
い
ま
せ
ん
。

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
16
時

★
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
（
ｅ
︱

Ｔａ
ｘ
）
が
で
き
ま
す

　
申
告
に
は
、
電
子
証
明
書
付
き
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
取
得
に
は
１
ヵ
月
程
度
か
か
り
ま

す
の
で
、
手
続
は
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。
詳
し
く
は
申
告
に
関
す
る
事
は
税

務
課
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

に
関
す
る
こ
と
は
本
庁
舎
総
合
窓
口
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間

　
12
月
２
日（
月
）～
12
月
20
日（
金
）

●
申
込
方
法

　
申
込
関
係
書
類
（
利
用
申
込
書
お
よ

び
就
労
証
明
書
な
ど
利
用
要
件
が
確
認

で
き
る
書
類
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先

・
子
育
て
応
援
課

・
町
内
各
公
立
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

・�
や
ば
せ
、
し
ら
と
り
、
こ
が
ね
、
ふ

な
の
え
各
こ
ど
も
園

・
み
ど
り
保
育
園

※
小
学
校
で
は
受
付
し
ま
せ
ん
の
で
、

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
児
童
ク
ラ
ブ
対
象
校
（
定
員
）

・
浦
安
小
学
校
（
70
人
）

・
八
橋
小
学
校
（
40
人
）

・
聖
郷
小
学
校
（
40
人
）

・
船
上
小
学
校
（
40
人
）

※�

赤
碕
小
学
校
区
で
は
、
私
立
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
赤
碕
こ
ど

も
園
が
旧
赤
碕
保
育
園
舎
で
『
し
お

か
ぜ
ク
ラ
ブ
』
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
（
問
合
せ
先　
赤
碕
こ
ど
も
園　

　
　
　
　
　
　
　

55
―

０
７
０
８
）

問
合
せ
先　
子
育
て
応
援
課

　
　
　
　
　

52
―

１
７
０
９

　
来
年
４
月
か
ら
の
、
町
立
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
利
用
申
し
込
み
を
、
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
就
労
な
ど

に
よ
り
保
護
者
な
ど
が
不
在
と
な
る
家

庭
の
た
め
に
実
施
す
る
子
育
て
支
援
の

ひ
と
つ
で
、
小
学
生
の
お
子
さ
ん
の
健

全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
設

し
て
い
る
施
設
で
す
。

●
対
象
児
童

　
町
内
の
小
学
校
に
通
う
児
童
で
、
保

護
者
や
同
居
の
人
が
昼
間
不
在
に
よ
り

家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
児
童

※
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

低
学
年
お
よ
び
配
慮
を
必
要
と
す
る
児

童
を
優
先
と
し
、
保
護
者
な
ど
の
勤

務
時
間
や
家
庭
状
況
を
考
慮
し
て
選
考

し
ま
す
。

※
年
度
途
中
の
利
用
申
し
込
み
は
、
定

員
と
利
用
児
童
の
状
況
に
よ
り
、
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
月
額
利
用
料
（
予
定
）

　
・
基
本
利
用
料
２
，
０
０
０
円

　
　
（
８
月
分
の
み
４
，
０
０
０
円
）

　
・
土
曜
日
利
用
料
５
０
０
円

※
利
用
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
利
用
料

が
発
生
し
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

令
和
２
年
度
児
童
募
集

確
定
申
告
の
ご
準
備
を
!!
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凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は

　

凍
っ
た
蛇
口
を
無
理
に
回
す
と
、

パ
ッ
キ
ン
が
破
れ
て
水
が
止
ま
ら
な
く

な
り
ま
す
。

　
水
が
出
な
い
と
き
に
は
、
凍
っ
た
部

分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
が

破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
⃝
ぬ
る
ま
湯

　
×
熱
湯

出
し
っ
放
し
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
凍
結
防
止
の
た
め
、
水
を
出
し
っ
放

し
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
水
不
足
に
繋
が
り
ま
す
の
で
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
下
水
道
工
事
な
ど
に
伴
い

仮
設
管
使
用
の
場
合
は
凍
結
の
恐
れ
が

高
い
た
め
、
水
を
少
し
ず
つ
出
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。�

水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

　
す
ぐ
に
止
水
栓
を
閉
め
、
琴
浦
町
水

道
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
建
設
環
境
課
上
下
水
道
室

　
　
　
　
　

55
―
７
８
０
６

　
水
道
管
の
防
寒
対
策
は
、
寒
さ
が
厳

し
く
な
る
前
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

水
道
管
を
凍
結
か
ら
守
る

　
外
に
あ
る
水
道
管
は
も
ち
ろ
ん
、
屋

内
で
も
ト
イ
レ
や
洗
面
所
等
の
水
道
管

は
凍
結
や
破
裂
し
や
す
い
場
所
で
す
。

保
温
チ
ュ
ー
ブ
や
毛
布
を
巻
い
て
凍
結

対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
が
濡
れ
な
い
よ
う

に
、
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を

巻
き
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
で
覆
う
と
、

さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を
！

※��

注
意
報
・
警
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
、

大
雪
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
不
要
不

急
の
外
出
は
控
え
る
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

※�

豪
雪
時
や
急
な
降
雪
の
場
合
な
ど

は
、
主
要
幹
線
道
路
か
ら
優
先
し
て

除
雪
を
行
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　
建
設
環
境
課

　
　
　
　
　

55
―
７
８
０
４

　
雪
が
降
る
と
渋
滞
や
事
故
な
ど
、
道

路
交
通
に
大
き
な
支
障
と
な
り
ま
す
。

　
町
で
も
道
路
の
除
雪
を
行
い
、
安
全

な
交
通
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
も
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し

て
、
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

注
意
と
お
願
い

■�

路
上
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

■�

道
路
に
は
、
除
雪
時
に
支
障
と

な
る
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

■�

木
の
枝
や
竹
な
ど
に
雪
が
積

も
っ
て
道
路
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
切
り
除
い
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

■�

消
火
栓
の
ま
わ
り
や
、
除
雪
車

が
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
道

路
、
通
学
路
な
ど
は
地
元
で
対

応
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

除
雪
に
よ
っ
て
水
路
が
せ
き
止

め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、

地
元
で
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

■�

除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
家
の
出

入
口
を
雪
で
ふ
さ
ぐ
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
各
家
庭
で
除
雪
を

お
願
い
し
ま
す
。

―
も
う
す
ぐ
雪
の
降
る
季
節
―

　
除
雪
作
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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人
権
の
花
運
動

～
思
い
や
り
の
心
を
育
て
よ
う
～

　
子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
て
花
を
育
て

て
い
く
こ
と
で
、
思
い
や
り
の
気
持
ち

や
、
命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
、
法
務
省
で
は
「
人
権
の
花
」
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
か
ら
、
今
年
は
八
橋

小
学
校
と
浦
安
小
学
校
の
児
童
へ
花
の

苗
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
八
橋
小
学
校　
　
　
浦
安
小
学
校

問
合
せ
先　
人
権
・
同
和
教
育
課

　
　
　
　
　

52
―

１
１
６
２

　
期
間
中
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

啓
発
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
こ
の
期
間
を
「
琴
浦
町
部
落

解
放
週
間
」
と
し
、
行
政
職
員
や
小
中

学
生
が
啓
発
ワ
ッ
ペ
ン
の
着
用
を
す
る

ほ
か
、
琴
浦
町
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
（
実
施
日
、

場
所
は
お
知
ら
せ
版
記
載
）
や
街
頭
啓

発
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

人
権
標
語
入
賞
作
品
の
発
表

　

東
伯
郡
同
和
対
策
協
議
会
主
催
の
、

令
和
元
年
度
人
権
標
語
の
入
賞
作
品
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。２
，０
０
０
以
上
の

作
品
の
中
か
ら
、
琴
浦
町
内
生
徒
、
児
童

の
２
点
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

�　　

優
秀
賞

ス
マ
ホ
よ
り

　
　
　

み
ん
な
の
心

　
　
　
　
　

見
て
み
よ
う

前
田　

リ
ロ
（
赤
碕
中
学
校
３
年
生
）

た
す
け
あ
う

　
　
　

右
手
と
左
手

　
　
　
　
　

大
き
な
わ

山
畠
慶
太
郎
（
浦
安
小
学
校
２
年
生
）

12
月
４
日
～
10
日
は「
人
権
週
間
」で
す

１　
新
築
（
増
築
）
の
場
合

　
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
日

程
調
整
を
行
い
、
後
日
、
建
物
に
つ
い

て
調
査
を
し
ま
す
。
平
成
31
年
１
月
２

日
か
ら
令
和
２
年
１
月
１
日
に
建
築
さ

れ
た
建
物
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

２　
取
壊
し
の
場
合

　
本
年
中
に
建
物
（
家
屋
）
を
取
壊
し

た
人
は
、
令
和
２
年
１
月
31
日
ま
で
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
無
い
場
合
、
取
壊
し
の
確

認
が
で
き
な
い
た
め
、
固
定
資
産

税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
●
届
出
に
必
要
な
も
の

　
　
印
鑑
・
家
屋
滅
失
届
出
書
・
解
体

　
　
証
明
書　
　

　
●
提
出
先　
税
務
課

　
※�

登
記
の
あ
る
家
屋
に
つ
い
て
は
、

法
務
局
で
滅
失
登
記
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
滅
失
の
届
出

で
は
、
滅
失
登
記
は
で
き
ま
せ

ん
。

問
合
せ
先　
税
務
課

　
　
　
　
　

52
―

１
７
０
２　

建
物
の
新
築（
増
築
）、取
壊
し
の

際
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

３
町
連
携
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
講
演
会
」
開
催

　
な
ぜ
今
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
企
業
や
自
治

体
に
注
目
さ
れ
る
の
か
？
そ
も
そ
も
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
何
な
の
か
？
講
演
や
事
例

を
聞
き
な
が
ら
、
一
緒
に
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？

対　
象　
町
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん

内　
容

①�

講
演
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
ら
地
域
づ
く
り

を
考
え
る
」

　

�

講
師　
米こ
め
た
に谷　
仁ひ
と
し

さ
ん
（
元
環
境
省

大
臣
官
房
政
策
立
案
総
括
審
議
官
）

②�

事
例
発
表
「
鳥
取
県
西
部
に
お
け
る

地
域
新
電
力
の
取
り
組
み
」

　

�

講
師　

森も
り　

真ま
さ
き樹
さ
ん（
ロ
ー
カ
ル

エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社�

専
務
取
締
役
）

と　
き　
12
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
２
時~

４
時
15
分

　
　
　

（
受
付　
午
後
１
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　
琴
浦
町
役
場
分
庁
舎
２
Ｆ

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

申　
込　
不
要

参
加
費　
無
料

主　
催　

�

湯
梨
浜
町
、
北
栄
町
、
琴
浦

町

問
合
せ
先　
総
務
課　

52
―

２
１
１
１

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
学
び
ま
せ
ん
か
？
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赤碕小学校にオーケストラがやってきました！
　10月29日、文化芸術による子供育成総合事業と
して赤碕小学校に「日本センチュリー交響楽団」を
お招きし、オーケストラの鑑賞会が開かれました。
　オーケストラはどんな楽器で成り立っているの
か、各パートが活躍する曲を聴いて音の違いを発
見したり、いろいろなリズムに合わせて手拍子で
オーケストラと共演したりと、オーケストラに親
しみが持てるような工夫が盛りだくさんでした。
　児童たちも普段なかなか触れることがないオー
ケストラに興味津々で、身体を動かしたり、歌っ
たり、自由に楽しむ姿も見られ、ステキな時間を
過ごせたようです。

浦安地区公民館に鋳物コンロ寄贈
　社団法人鳥取県LPガス協会中部支部より、LPガ
スの日PR活動の一環として、10月18日に浦安地区
公民館へ鋳物コンロを２台寄贈いただきました。
　寄贈されたコンロは、最新式の自動点火機能と
安全センサー付き鋳物二重コンロで、マッチやライ
ターなどを使わなくても点火できるタイプです。
　調理実習はもとより、災害時の炊き出しなどに
も利用していただけます。
　大切に使わせていただきます。

「古布庄地区のこれからを話そう！」
古布庄の将来を考える勉強会を開催
　地域で安心して暮らし続けるために、地域人口
の安定化と将来的な課題について、誰がどうした
らいいのかを考える勉強会を10月１日、古布庄地
区公民館で開催しました。
　（一社）持続可能な地域社会総合研究所（代表
　藤

ふじやまこう
山浩氏）に委託して作成した地域の将来人口

推計をもとに、42人の参加者が６グループに分
かれ、藤山先生の助言を受けながら話し合いまし
た。各グループの発表では、様々なアイデアとと
もに年代によって不安な内容や考え方の違いがみ
られ、地域の将来を「じぶんごと」として意識す
る機会となりました。
　１月19日には、町内全地区の人口ビジョンと将
来に向けた提言について、藤山先生による報告会
の開催を予定しています。
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申込・問合せ先　総合体育館　 52-2047

　　

　健康な体づくりのためにトレーニングルームを
ご利用ください!!

総合体育館トレーニングルーム

【利用時間】
月・水・木・金・土曜　8:30～22:00
日曜　8:30～17:00（火曜日休館）
※窓口で受付をしてからご利用ください。
【利用料】町民１回110円（年会費3,300円）
【持ち物】�スポーツウエア、屋内用シューズ、

飲み物、タオル
※高校生以上から利用できます。

【12月のトレーナースケジュール】
谷川コンディショニングコーディネーター
（土）７日・14日　8:30～16:30
　　　　　　　　（14日のみ8:30~15:30）
（水）11日・18日・25日　12:30～20:30
※体幹教室等で、不在の時があります。
町民トレーナー
（木）５日・12日・19日・26日
　　　9:00～12:00（※12日は14:00～17:00）
（金）６日・13日・20日
　　　14:00～17:00
※日程等が変更になる場合があります。

　毎年恒例となっている、琴浦町ナイター野球リー
グ戦が赤碕総合運動公園野球場で開催されました。
　今年の大会には11チームが参加し、５月18日か
ら10月26日まで熱戦が繰り広げられました。
　主な大会成績は以下のとおりです。（敬称略）

１部（５チーム参加）
優　勝　育英B.B.C　　 準優勝　ROSSO
２部（６チーム参加）
優　勝　チュウブ　　　準優勝　クルーズ
最優秀選手賞　１部　盛山　準矢（育英B.B.C）
　　　　　　　２部　坂口　一樹（チュウブ）

優勝した育英B.B.Cの皆さん

育英Ｂ.Ｂ.Ｃ３連覇　～琴浦町ナイター野球リーグ戦閉幕～

体育施設夜間利用調整会（1・2・3月分）
　１・２・３月に利用されるチームの代表者
は必ず出席してください。
と　　き　12月18日（水）18:00～
と こ ろ　総合体育館　会議室
対象施設　�総合体育館、東伯勤労者体育セン

ター、農業者トレーニングセン
ター、東伯・赤碕武道館、町内各
学校の体育館およびグラウンド

　　 新春フットサル大会
と　　き　１月12日（日）・13日（月･祝）
　　　　　9:00～
と こ ろ　総合体育館
部　　門　・オープンクラス
　　　　　・ミックスクラス
　　　　　（常時女性２名以上）
申込締切　12月６日（金）
代表者会　と　き　12月12日�(木)�19:30～
　　　　　ところ　総合体育館 会議室
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申込・問合せ先　総合体育館　 52-2047

　今回は手話サークルでご活躍
中の岸田さんに手話を通しての
活動や、想いについて講演いた
だきます。また、簡単な手話も
教えていただきます。
と　　き　12月19日（木）
　　　　　14:00～15:00
と こ ろ　�分庁舎２階　多目的

ホール
講　　師　岸

きしだ

田敏
とし こ

子さん
送迎バス　�12月９日（月）まで

に申込
問合せ先　社会教育課
　　　　　 52-1161

　琴浦町で活動中の合唱団による、
合唱フェスティバルを開催します。
　出演は、赤碕女声コーラスま
どか、合唱団わかば、ザ・ラニア
ルコーラス、響け！カウベル合唱
団、ふるさとを歌う会です。
　また、第２部ではソプラノ歌
手の佐

さ さ き

々木まゆみさんのコン
サートを行います。素晴らしい
響きの世界にご期待ください。
と　　き　12月14日（土）
　　　　　13:30開演
料　　金　300円
問合せ先　カウベルホール
　　　　　 53-1516

糖尿病予防講演会
日　時　12月21日（土）
　　　　14:00～16:00
ところ　�倉吉交流プラザ�視聴覚

ホール（倉吉市駄経寺
町187-1）

内　容　
・「糖尿病のことを知りましょう」
　講師：垣田病院　坂

さかもと

本惠
え り

理先生

・「�これならできる！糖尿病予防の
食生活」

　講師：垣田病院　管理栄養士
　　　　　　　　　米

よねはら

原千
ちあ き

晶氏
問合せ先　
公益社団法人鳥取県中部医師会
23-1321

催しもの
第4回カウベル合唱

フェスティバル

住民健康講座寿大学一般教養コース

　　 琴浦町元旦マラソン＆ウォーキング大会
　健康を祈願しながら家族や仲間と「新年の初
めの一歩」を踏み出しませんか？
　「元気に歩こう琴浦を！正月編」と合同で開
催します。

と　　き　令和２年１月１日（水）
　　　　　9:00受付　9:15開会式
参 加 費　無料
申　　込　不要

東伯会場　受付：総合体育館玄関前
ウォーキングの部は大元神社に参拝します。
・マラソンの部（１㎞、３㎞、５㎞）
・ウォーキングの部（2.2㎞）
赤碕会場　受付：役場分庁舎玄関前
初詣を兼ね天乃神奈斐神社と神崎神社（マラソ
ンの部は亀崎神社も）に参拝します。
・マラソンの部（５㎞）
・ウォーキングの部（3.5㎞）

　　 「元気に歩こう 琴浦を！in赤碕」
　潮風を感じながら、みんなで歩きませんか？
　ノルディックウォークの指導も行いますので
お気軽にご参加ください。
と　き　12月８日（日）9:30
　　　　小雨決行･荒天中止（7:30判断）
ところ　塩谷定好写真記念館前駐車場
コース　塩谷定好写真記念館前駐車場→�
　　　　花見潟墓地→鳴り石の浜�→�神崎神社�

→出発点（5.1km）
＊当日は、現地集合か送迎バスをご利用くだ
さい。
持ち物　�飲み物・タオル･リュック・帽子･雨

具・飴　など
　　　　動きやすい服装･靴で、参加ください
次回は、３月８日（日）八橋地区で開催します。
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　さまざまな催しをとおして、
障がいに対する理解を深め、ひ
とりひとりが自分らしく暮らし
ていける地域を目指していま
す。鳥取県住みます芸人「ほの
まる」さんも参加します。お気
軽にご来場ください。
と　　き　12月８日（日）
　　　　　10:00～15:00
と こ ろ　倉吉未来中心
　　　　　�アトリウム・セミナー

ルーム３
内　　容　�ステージパフォーマ

ンス、出店販売、
ワークショップ、作
品展示など

入 場 料　無料
問合せ先　福祉あんしん課
　　　　　 52-1706
�
　

と　き　12月15日（日）
　　　　13:30～16:25
ところ　鳥取市民会館大ホール
入場料　無料
内　容
講演
演題「�拉致問題と人権～夢と絆

を奪われて～」
講師　�蓮

はすいけ

池　薫
かおる

　氏（新潟産業
大学経済学部准教授）

メッセージ「拉致被害者の思い」
講師　松

まつもと

本　孟
はじめ

　氏
コンサート
演奏　鳥取県立岩美高等学校
「ブルー・マーティン・ジャズ・
オーケストラ」
合唱　鳥取男声合唱団
問合せ先　
鳥取県人権擁護委員連合会
0857-24-5678

　HIV感染者・エイズ患者の発生
が、現在も報告されています。
　鳥取県中部総合事務所福祉保
健局では、感染を早期発見する
ため、HIV（エイズ）などの検
査を無料で行っています。ぜひ
ご利用ください。
●定例検査（要予約）
・�HIV、性感染症（クラミジア・梅毒）
毎月第1・3水曜日（祝日を除く）
　13:30～14:30
・B・C型肝炎、風しん抗体価検査
　毎週水曜日(祝日を除く)
　13:00～13:30
●休日・夜間検査（要予約）
　�HIV、性感染症、B・C型肝
炎、風しん抗体価検査
　12月8日（日）13:30～15:30
　12月4日（水）17:30～19:00
※�HIV・性感染症検査は匿名で
行います。
※�検査は無料です。（風しん検
査は妊娠を希望する女性等の
み無料）

問合せ先　倉吉保健所　 23-3145

　

　新規就農を検討されている人
や農業に興味のある人を対象に
した就農相談会です。相談員が
丁寧にお答えしますので、お気
軽にご相談ください。
と　き　12月11日（水）
　　　　13:30～16:00
　　　　毎月１回　第２水曜日
ところ　JA鳥取中央�本所
　　　　３階研修室
問合せ先
JA鳥取中央営農企画部営農推進課
24-6429

　就学援助制度とは、小・中学生
のお子さまのいるご家庭で、失業
や家族の病気、災害、その他経済
的な理由により就学にお困りの場
合に、学用品や給食費などの一
部を援助する制度です。
　制度の利用を希望される場合
は、教育総務課または就学先の小
学校・中学校にご相談ください。
問合せ先　教育総務課　 52-1160

時間額　790円
　業種や規模および常用・臨
時・アルバイト・パート・嘱託
などの雇用形態や呼称にかかわ
らず、県内の事業場で働くすべ
ての労働者に適用されます。
問合せ先　鳥取労働局労働基準
部賃金室　 0857-29-1705　

�
　連合は、年末の繁忙期を迎え
「長時間労働の是正」をテーマ
に全国一斉労働相談ホットライ
ンを開設します。
実施期間　12月12日（木）～13日
（金）10:00～19:00
相談ダイヤル　0120-154-052
※相談番号は通年的に使用でき
るフリーダイヤルです。
問合せ先　連合鳥取事務所
　　　　　　 0857-26-6605

　自由に考え、自由に遊ぶ。
　外遊びの達人集まれ！
と　き　�12月15日（日）
　　　　13:00～16:00
ところ　�東伯総合公園内 平岩記

念会館玄関前
参加費　無料・事前申込不要
持ち物　�飲み物、タオル、着替

えなど
問合せ先　総合体育館　 52-2047

令和元年度拉致問題を考える
講演会とコンサート

第8回　障がいフォーラム
中部あいサポートフェスタ

案　内

就学援助制度を活用ください

鳥取県最低賃金
10月5日改正

「全国一斉労働相談
ホットライン」の実施

自由に遊ぼう！
プレーパークどんぐり

12月１日は世界エイズデー

有料広告

就農相談会
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年末年始の路線バス運行

年末年始の業務のお知らせ
役場業務は、12月28日（土）～１月５日（日）まで休みとなります。
年末年始の窓口は混雑が予想されます。各種手続きはお早めに！

施設名など 年末年始
休業期間 担当課

役場業務 12月28日（土）
～１月５（日） 総務課

まなびタウンとうはく 12月29日（日）
～１月３日（金） 社会教育課　

琴
浦
町

　
　
図
書
館

本館 12月29日（日）
～１月３日（金） 社会教育課

赤碕分館 12月29日（日）
～１月３日（金） 社会教育課

カウベルホール 12月28日（土）
～１月６日（月）社会教育課

総合体育館 12月29日（日）
～１月３日（金） 社会教育課

農業者トレーニング
センター

12月29日（日）
～１月３日（金） 社会教育課

各地区公民館 12月28日（土）
～１月５（日） 社会教育課

東伯・赤碕文化センター 12月28日（土）
～１月５（日）

人権・同和
教育課

町
立
小
学
校・中
学
校

町立小学校 12月25日（水）
～１月６日（月）教育総務課

東伯中学校 12月25日（水）
～１月5日（日） 教育総務課

赤碕中学校 12月25日（水）
～１月６日（月）教育総務課

町立保育園・こども園 12月29日（日）
～１月３日（金） 子育て応援課

私立保育園・こども園
（みどり・赤碕）

12月29日（日）
～１月３日（金） 子育て応援課

し尿汲み取り業務 12月28日（土）
～１月５日（日）

建設環境課�
問合せ先：
有限会社
赤碕清掃�
0858-

49-2033

ごみ収集業務 １月１日（水）～
１月３日（金） 建設環境課

琴浦斎場 １月１日（水） 建設環境課

公共施設などの年末年始休業期間

年末年始（12/31（火）～1/3（金））の琴浦町営
バスおよび広域路線バスの運行については、次のと
おりになります。平常時の運行とは異なりますので、
ご注意ください。なお、1/4（土）以降は平常どお
りの運行となります。

期日

路線名
12/31 1/1 1/2、1/3 問合せ

通常運行

始発から
9:51⑥便
まで運休、
17:00⑮便
運休

㈱
田中商店

090-
8711-
5128

18:43⑯便、
19:41⑰便
運休

始発から
9:26④便
まで運休、
17:15⑭便
以降運休

通常運行
7:18①便、
17:08④便
運休

通常運行
9:30①便、
17:46⑤便
運休

通常運行
6:17①便、
7:21②便、
17:20⑥便
運休

日ノ丸
自動車㈱
赤碕車庫

18:52⑦便
運休

6:59①便、
9:29②便、
17:46⑥便、
18:52⑦便
運休

通常運行 ７:59①便
運休

通常運行 ８:45①便
運休

18:09便運
休（赤碕駅
発）

始発から9:49便ま
で運休、17:09便
運休（赤碕駅発）

19:05便運
休（倉吉駅
発）

始発から9:05便ま
で運休、17:57便
運休（倉吉駅発）

55-0607
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　皆さんこんにちは、寒くなってきました
が、まだまだ半袖半ズボンの高橋太雅でご
ざいます。今回は、ビッグなニュースをお
伝えします！琴浦町内に仕掛けた箱罠に、
なんと！なんと！猪（10キロ前後）が８頭
も入っていました!! 狩猟の師匠には、「一
回で８頭は初めて見た。うまくなったな」
と褒めていただきました。畑作業に来てい
た人には、「ありがとう」と言ってもらっ
たことがめっちゃ嬉しかったです。これか
らも狩猟続けていきます！

プロフィール

高
たかはし

橋　太
た い が

雅
出身：藤井寺市
特技： イノシシの
一本背負い（笑）

　10月19日にまなびタウンとうはくに
て、グラフィック体験ワークショップ「琴
浦KAKU部」を開催しました。
　模造紙にのびのびと線を引いたり図形を
かいたりするところから始まって、自己紹
介を聞きながらそれを絵で表現することに
挑戦してみたり、ただお絵かきするのでは
なく、初対面の人同士で「かくこと」を通
したコミュニケーションの場をつくること
ができたかな、と思います。
　ご参加いただいた皆さん、ありがとうご
ざいました！

プロフィール

久
く わ

和　温
あ つ み

実
出身：長崎県対馬市
愛称： あつみん

特
に
相
手
に
伝
わ
る
よ

う
に
絵
を
か
く
「
お
題

あ
て
ゲ
ー
ム
」
は
大
盛

況
で
し
た
！

８
頭
捕
獲
!!

「ふるさと・キャリア教育推進事業CHA3（チャチャチャ）プログラムin赤碕中」
　10月21日、赤碕中学校体育館で『CHA3（チャチャチャ）プログラム』を実施。

　中学生に、地域の人や大学生と出会
う機会をつくり、地域の大人の多様な
価値観と出会うことで、自分を変え、
少し先の目標を持つとともに、さまざ
まなことに挑戦する態度を養うことを
目的として実施しました。

自分を変える機会
（Change）

さまざまなことに
挑戦（Challenge）

地域の方や大学生
との出会う機会
（Chance）

仕事にマイナスなイメージがあったけ
ど、同じ班の大人が仕事は楽しくできる
と言われていたので、ちょっとイメージ
が変わりました。

「将来どんな大人になりたいか」とい
う質問に、僕は「誰かを笑顔にできる
人」と答えると、地域の人は「自分が
笑顔でいればいいんだよ」と教えてく
れました。
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【肩周辺のストレッチング（インナーマッスル）】

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

谷
川
哲
也
さ
ん

おうちで簡単体操
毎日続けて、理想のカラダへ♪

シリーズ №8

『肩こり予防』～肩周辺のストレッチング～

☆肩周辺の筋肉を
　ほぐしてあげましょう！
肩周りの動きが悪くなると、肩こりや頭痛
を招き、酷くなると耳鳴りやめまいを引き
起こす可能性があります。ストレッチを行
い、筋肉の緊張をほぐしてあげましょう。

◎1日の目安：1～3セット
　（1セット：左右10～15回）

横になり、肘と肩が地面に着
くようにすると自然と手が上が
る状態になります（写真①）。

上がった手をもう片方の手で押さ
えるように力を加えます（写真②）。

頭の左側を右手で右側へ引っ張ります（写真③）。
反対側も同様に行います（写真④）。

頭をゆっくり回します（写真⑤）。
右回り左回りとどちらも行いましょう。

【首周りのストレッチング】

◎１日の目安：1～3セット
（1セット：左右8～15秒ずつ、右回り左回り3～5周ずつ）

①

②

③ ④ ⑤

この動作を繰り返します。

畳や布団の上で行うと、肘を痛め
ずにストレッチすることができます。

無理をして押さえすぎないよう
にしましょう。痛気持ちいいとこ
ろまで押さえると効果的です。

Point!

Point!

伸びている
ところ

早く回しすぎると
首を痛める可能性があります。

Point!

伸びているところ

呼吸を止めずに、自然な呼吸をするようにしましょう。
引っ張る・回す時に今、どこが伸びているのかを意識して行いましょう。

Point!
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　私たちの社長は「頑張りたいと思う社員を応援」
する人です。「１級土木施工管理技士」の資格を取
りたいと言った私を応援してくれ、資格試験当日に
は、岡山の会場まで送ってもらいました。また、社
員もそれぞれができる仕事を増やして、能力に合っ
た仕事をみんなで頑張ろうという思いで、「残業ほ
ぼ０」を目指し、実践しています。
　現場の管理をする仕事は「しんどい」と思うこと
もありますが、工事が完成した後に、自分が担当し
たものを見ると達成感があります。大変だったけ
ど、頑張って良かったなと思います。
　休日には、家族でキャンプをするのが好きです。
また、最近フットサルチームに入り、練習を楽しん
でいます。フットサルをすることで地域の人とのつ
ながりが広がっていることも嬉しいです。
　今まで以上にいい仕事をして、地域の方に「すご
い！」「よかった！」と思ってもらえる仕事をする
こと、家族の時間を大切にして、しっかりと楽しむ
ことを両立するため、これからも頑張ります。
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　琴浦町北西部、北は日本海に面して、西端を月の輪川、東端を赤碕港（東港）とします。赤碕の地名由
来は、中世に赤碕繁栄の礎を築いたとされる武将、赤

あかさきどの
碕殿の名から赤碕となったとも、崖が連続する海岸

線の地形によったとも考えられています。古くは赤崎と記していましたが、明治33年の町制施行に際し
て、海岸部西側の花

は な み が た ぼ ち
見潟墓地にある赤碕殿の記念碑「赤

あかさきとのづか
碕殿冢」（文政３年（1820年）建立）の題字から

町名を赤碕としました。同地区もこの時に赤碕となります。
　地区内海岸部には、江戸時代に築かれた菊港、明治時代に築かれた東港、西港があり、現在の赤碕地区
公民館の地には江戸時代に藩倉もおかれ、鳥取藩十湊のひとつとして栄えていました。また、中国明代の
海防地理書『籌

ちゅうかいずへん
海図編』（1562）には「阿

あ か さ き
家殺記」と記されており、広く中国にも知られた地名でした。

○赤碕の文化財「神崎神社」
　神崎神社の創建年代は定かではありませんが、神社に残る
棟札から、遅くとも享

きょうほう
保18年（1733年）には創建されてい

たことがわかります。嘉
かえ い
永６年（1853）に鳥取藩お抱えの

宮大工小
おぐらそのさぶろう
倉園三郎によって建てられた本殿、その孫の平次郎

によって明治12年（1879）に建てられた拝
はいでん
殿とも施された

彫刻が秀逸で、県指定保護文化財の１号、２号となっていま
す。龍や鳳凰といった霊獣から、象や獅子、牛、馬、鼠

ねずみ
、リ

スなどの動物、葡
ぶど う
萄や菊、蓮

はす
、楓

かえで
などの植物がところせまし

に彫刻されています。皆さんも彫刻探しをしてみませんか。

地名を知る 琴浦を知る『④赤
あかさき

碕』

神崎神社本殿彫刻（リスと葡萄）


